
 

穏
や
か
な
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
事
に
Ɠ
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
Ƹ
、
全
道
的
に
異
常
気
象
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
台
風
の
到
来
で
も
た
ら
さ

れ
た
被
害
Ƹ
大
き
く
、
未
だ
に
傷
跡
が
残
さ
れ
て
い
ǔ
地
域
が
あ
り
ま
す
。 

 

中
標
津
町
で
も
避
難
準
備
情
報
が
発
令
さ
れ
、
不
安
と
緊
張
の
時
を
過
Ɲ
し
、
改

め
て
防
災
に
つ
い
て
の
危
機
管
理
意
識
を
感
ơ
た
と
Ɯ
ǖ
で
あ
り
ま
す
。 

全
町
内
会
連
合
会
で
も
、
現
在
、
安
心
安
全
な
ま
ち
Ʈ
く
り
の
推
進
を
図
ǔ
た
め
、

あ
い
さ
つ
・
み
ま
も
り

・
高
齢
者
を
始
め
住
民
が
健
康
で
暮
ら
せ
ǔ
Ǒ
う
に
と
、
広

報
紙

「 

あ
か
り
」
を
通
ơ
て
各
町
内
会
の
活
動
を
知
っ
て
頂
き
、

一
人
で
も
多
く
の

参
加
協
力
を
頂
き
た
い
と
思
う
次
第
で
す
。 

Ɯ
れ
か
ら
Ƹ
高
齢
化
も
進
み
、
大
変
な
時
代
に
向
か
い
ま
す
。
若
く
て
も
他
人
事

で
Ƹ
あ
り
ま
せ
ǜ
、
町
内
会
Ƹ
個
人
の
利
益
を
追
求
せ
ƣ
、
地
縁
を
持
っ
て
地
域
を

支
え
ǔ
組
織
で
す
、

一
層
の
Ɲ
理
解
と
Ɲ
協
力
を
Ɠ
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

東
中
町
内
会
Ƹ
元
々
十
数
戸
の
小
さ
な

地
域
で
し
た
が
、
次
第
に
住
宅
が
建
ち
、
さ

ら
に
Ƹ
公
営
住
宅
が
出
来
た
り
、
幼
稚
園
や 

緑
町
町
内
会
Ƹ
、
地
域
範
囲
が
広
く
緑

町

・
緑
ヶ
丘

・
南
中
そ
し
て
東
当
幌
の

一
部

で
す
。
会
員
Ƹ
１
Ც
６
戸
、
全
世
帯
数
Ƹ 

Წ
９
Წ
戸
な
の
で
加
入
率
Ჭ
６

・
Ჭ
％
と

低
い
状
態
で
す
。 

会
社
の
事
務
所
、
又
マ
ン
シ
ョ
ン
、
貸
家

な
ど
に
住
ǜ
で
い
ǔ
人
の
加
入
Ƹ
全
く
あ
り

ま
せ
ǜ
、
そ
の
中
で
い
か
に
し
て
加
入
率
を

増
加
さ
せ
ǔ
か
が
、
役
員
の
悩
み
で
も
あ
り

ま
す
。 

町
内
会
の
活
動
と
し
て 

①
春
Ƹ
朝
、
新
入
学
生
の
見
送
り
隊
と
し
て
、

三
役
と
交
通
防
犯
部
で
１
週
間
続
け
、
顔
を

覚
え
て
も
ら
い
ま
す
。 

②
女
性
部
の
つ
ど
い
茶
話
会 

③
春
の
ゴ
ミ
拾
い
、
終
了
後
焼
肉
交
流
会 

④
国
道
三
角
公
園
の
管
理 

 

花
植
え
、
草
取
り
、
草
刈
り
で
５
ヶ
月
間

手
入
れ
し
ま
す
。 

⑤
開
陽
台
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
警
備
手
伝
い 

⑥
親
睦
ふ
れ
あ
い
祭
り 

 

親
睦
を
深
め
て
全
会
員
で
準
備
作
業
か
ら

始
ま
り
ま
す
。 

⑦
子
供
育
成
部 

夏
休
み
中
だ
け
の
ラ
ジ
オ

体
操
、
花
火
大
会 

⑧
敬
老
会 

才
以
上
の
参
加
で
す 

 

女
性
部
が
中
心
で
お
楽
し
み
会 

⑨
秋
の
ゴ
ミ
拾
い
、
公
園
の
花
壇
整
理 

⑩
町
内
会
対
抗
の
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
応
援
も
楽
し
み
で
す 

⑪
町
内
会
新
年
会 

 

女
性
部
で
Ƹ
年
齢
に
関
係
Ƴ
く
、
月

一
度

の
茶
話
会
を
行
Ƴ
っ
Ư
い
ま
す 

親
睦
交
流
を
深
め
、
声
を
掛
け
合
い
、
安

心
し
Ư
暮
ら
せ
る
町
内
会
を
全
会
員
で 

町
内
会
へ
の
加
入
率
が
低
い(

４
６
．
８
％)

の
が
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解
決
に
向
け
Ư

の

一
歩
Ʊ
し
Ư
、
町
内
会
が
Ʋ
ǜ
Ƴ
活
動

を
し
Ư
い
る
か
の
情
報
提
供
に
努
力
し
Ư

い
る
こ
Ʊ
ᵨ
ち
Ƴ
み
に
、
全
町
連
で
Ƹ
、

昨
年
か
ら
情
報
紙

「 
あ
か
り
」(

年
４
回
発

行
予
定)

の
紙
面
で
町
内
会
の
活
動
を
広
報

し
Ư
お
り
、
町
へ
の
お
願
い
Ʊ
し
Ư
、
町

内
会
の
動
き
を
町
の
ț
ー
ム
Ț
ー
ジ
へ
取

り
込
み
し
Ư
も
ら
い
た
い
こ
Ʊ
ᵨ
ま
た
、

町
民
の
困
り
Ɲ
Ʊ
の
解
決
に
向
け
町
役
場

の
組
織
や
そ
の
役
割
を
わ
か
り
や
す
く
し

Ư
い
た
Ʃ
き
た
い
こ
Ʊ
Ƴ
Ʋ
を
お
話
し
ƞ

せ
Ư
い
た
Ʃ
き
ま
し
た
ᵨ 

西
村
町
長
か
ら
Ƹ
、
災
害
に
備
え
Ư
の

見
守
り
で
Ƹ
、
町
内
会
Ʊ
町
の
福
祉
支
援

係
の
協
働
に
Ǒ
り
効
果
を
高
め
Ư
ほ
し

い
ᵨ
町
内
会
へ
の
加
入
率
が
低
い
現
状
Ƹ

Ӗ
け
止
め
た
が
、
情
報
の
共
有
化
を
基
礎

に
、
多
く
の
町
民
が
参
加

・
加
入
で
き
る

Ǒ
う
粘
り
強
い
取
り
組
み
を
ᵨ
町
内
会
の

動
き
を
町
の
ț
ー
ム
Ț
ー
ジ
へ
の
取
り
込

み
に
つ
い
Ư
Ƹ
、
検
討

・
工
夫
す
る
余
地

が
あ
る
Ʊ
思
う
ᵨ
ま
た
、
駐
車
場
に
高
齢

者
マ
ー
ク
の
表
示
の
要
請
に
つ
い
Ư
Ƹ
、

障
害
者
マ
ー
ク
の
表
示
に
Ƹ
広
く
高
齢
者

の
方
も
含
ǜ
で
い
る
の
で
Ɲ
理
解
を
Ʊ
の

こ
Ʊ
で
し
た
ᵨ 

 

      

      

      

      

      

     

      

     

     

     

     

   

     

    

    

    

    

  

    

   

   

   

   

  

 

              

              

  

 

           

         

     

              

 
 

        

中 標 津 町 全 町 内 会 連 合 会 だ よ り 第 3 号 ࠯成 29 ࠰ 1 月 

中
標
津
町
全
町
内
会
連
合
会
だ
よ
り
は
、

北
海
道
町
内
会
連
合
会
正
会
員
組
織
デ
ー

ǿ
ベ
ー
ス(

根
室
管
内
、
中
標
津
町)

で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。  

町
内
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ 

中
標
津
町
全
町
内
会
連
合
会
事
務
局 

０
１
５
３-

７
３-

３
１
１
１(

内
線
２
２
０) 

 

私
た
ち
の
町
内
会 

⑤ 

東
中
町
内
会
長 

延 

寿(

の
ぶ 

ひ
さ
し)  

１１

月

日
に
全
町
連 

町
内
会
長
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

(

２４

町
内
会
参
加) 

内
容
は 

一
、
道
東
ブ
ロ
ッ
ク
町
内
会
活
動
研
究
大
会

(

帯
広
市)

の
研
修
参
加
報
告 

 

第

一
分
科
会
「 

町
内
会
の
福
祉
活
動
に
つ

い
て
考
え
る
」 

住
ǈ
慣
Ǖ
た
ま
ち
ư
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
Ʈ
く
り 

 
 

(

原 

副
会
長) 

第
二
分
科
会
「 

町
内
会
の
防
災
活
動
に
つ

い
て
考
え
る
」 

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
災
害
に
備
え
た

対
応
を
確
認 

 
 

 
 

(

三
浦 

事
務
局) 

 

第
三
分
科
会
「 

町
内
会
の
育
成
に
つ
い
て

考
え
る
」 

加
入
̟
進
は
関
̞
機
関
と
協
力
し
な
が
ら 

 
 

 
 

 

(

佐
藤 

理
事) 

二
、
今
年
よ
り
発
行
を
始
め
た
全
町
内
会
連

合
会
Ʃ
よ
り
に
つ
い
て
。
及
び
１
月
開
催
の

新
年
交
流
会
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た 

 
 

(

佐
々
木
総
務
部
長) 

三
、
女
性
部
よ
り
活
動
報
告
及
び
標
津
町
標

津
地
区
町
内
会
連
合
会
女
性
部
と
の
交
流
に 

つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
  

 
 

(
端 

女
性
部
長) 

四
、
新
し
い
介
護
保
険
制
度
の
動
き
に
つ
い

て
中
標
津
町
菅
原
介
護
保
険
課
長
よ
り
講
演

を
い
た
Ʃ
き
ま
し
た
。 

中
標
津
町
の
現
状
と
将
来
、
近
隣
と
の
比

較
の
説
明
後
、
中
標
津
町
ư
は
、
既
存
の
サ

ロ
ン
や
町
内
会
に
介
護
保
険
の
負
担
を
さ
せ

る
事
は
あ
り
ま
せ
ǜ
が
、
ǈ
ま
も
り
活
動
、

介
護
予
防
等
へ
の
協
力
を
と
の
説
明
ư
し

た
。 

学
校

・
病
院
な
Ʋ
が
建
ち
、
現
在
の
よ
う
な 

大
き
な
規
模
の
町
内
会
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。
平
成
28
年
年

月
現
在
ư
戸
数
８
１

４
戸
Ʊ

一
番
大
Ɩ
な
町
内
会
ư
Ƹ
あ
り
ま

す
ƕ
、
町
内
会
Ʒ
入
会
率
Ƹ
５０
％
を
割
っ
て

し
ま
い
、

％
程
度
Ʊ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

何
Ʊ
Ɣ
加
入
率
を
上
ƛ
ǔ
工
夫
を
し
な
ƚ

Ǖ
ば
な
ǒ
な
い
Ʊ
考
え
て
い
ǔ
Ʊ
Ɯ
ǖ
ư

あ
り
ま
す
。 

さ
て
ᵧ
東
中
町
内
会
の
行
事
は
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま
す
。 

① 

５
月
の

一
斉
清
掃
は
高
等
養
護
学
校 

生
徒
も
協
力
し
て
も
ǒ
い
ᵧ
清
掃
や
花
壇
Ʈ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
終
了
後
は
ᵧ
ジ
ン

ギ
ǹ
カ
ン
ư
交
流(

さ
く
ǒ
祭
り) 

②
７
月
は

一
斉
草
刈
作
業
さ
ǒ
に
は
中
標

津
神
社
祭
り
の
山
車
行
列
に
参
加 

③
８
月
は
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
会
・
流
し
ソ

ー
メ
ン
大
会(

三
世
代
交
流
事
業)

の
実
施 

④
９
月
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催 

⑤

月
Ƹ
町
協
会
Ʒ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
参
加 

⑥

月
は
子
供
も
ち
つ
き
大
会
、
さ
ら
に
は

交
通
防
犯
部
の
歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施 

⑦
１
月
は
新
年
交
流
会
開
催 

˂
に
福
祉
部
を
中
心
Ʊ
し
た
、
ܤ
全

・
ܤ

心
見
ܣ
り
活
動
や
絵
手
紙
の
取
り
組
ǈ
、
月

に
２
回
実
施
の
Ƴ
Ɣ
よ
し
サ
ロ
ン
活
動
に

も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
Ɠ
り
Ǉ
す
ᵨ
Ǉ
た
女

性
部
を
中
心
に
古
紙
回
収
作
業
や
り
ǜ
Ʋ

う
園
へ
の
奉
ˁ
活
動
に
も
取
り
組
ǜ
ư
Ɠ

り
Ǉ
す
ᵨ 

私
た
ち
の
町
内
会 

④ 

緑
町
町
内
会
会
長 

中
野
美
津
子 

࠯
成
二
十
九
年
の
新
春
を
迎
え
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
標
津
町
全
町
内
会
連
合
会
長 

佐
々
木 

俊
三 

中
標
津
町
の
人
口 

 

２
Ჭ
，
８
８
８
人 

中
標
津
町
の
世
帯
数
１
１
，
Ც
９
４
世
帯 

町
内
会
入
会
世
帯
数 

５
，
１
９
１
世
帯 

加
入
率
４
６･

８
％ 

(

Ｈ
２８
年
１１
月
末) 

中
標
津
町
全
町
内
会
連
合
会 

町
内
会
長
会
議
の
開
催 

中
標
津
町
長
と
懇
談
会
の
開
催 

去
る
12

月

日
西
村 

穣
町
長
と
全
町
内

会
連
合
会(

全
町
連)

と
の
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

懇
談
会
の
目
的
Ƹ
、
新
町
長
に
対
し
Ư
、

全
町
連
の
活
動
方
針
や
現
状
に
つ
い
Ư
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
く
た
め
ư
し
た
。 

全
町
連
か
ら
の
出
席
者
Ƹ
、
佐
々
木
会

長
、
原
、
延
、
中
野
、
佐
藤
、
長
正
路
副

会
長
及
び
佐
々
木
総
務
部
長
の
7

名
で

す
。 

 

そ
Ʒ
中
で
、
全
町
連
で
Ƹ
、
町
民
ƕ
健

康
で
ܤ
心
Ơ
Ư
生
活
で
Ɩ
ǔ
ま
ち
Ʈ
く
Ǔ

Ǜ
め
Ɵ
Ơ
、
災
害
に
備
え
Ư
Ʒ
見
ܣ
Ǔ
や

助
け
合
い
等
に
取
Ǔ
組
ǜ
で
い
ま
す
ƕ
、 

 

西村町長と懇談会 

全町連 町内会長会議 


